
先
進
機
能
性
加
工
の
研
究

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

進
和
メ
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

上
席
執
行
役
員
製
造
本
部
副
本
部
長
　
入
山
敏
久
氏

レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
で
高
付
加
価
値
化 表面改質技術の総合力・可能性高める

大阪富士工業、阪大と共同研究部門を設置

肉
盛
溶
接
特
集

新
事
業
展
開
、ブ
ル
ー
レ
ー
ザ
で

工
場
訪
問

８・９面

南
海
鋼
材（
堺
市
堺
区
）

円安など悪影響、長期化に懸念
持続可能社会へ重要性高まる

（８）第３４４７号 第３種郵便物認可 ２０２２年（令和年）８月２３日（毎週火曜日発行）

内
径
肉
盛
用
加
工
ヘ
ッ
ド

林
特
任
助
教
㊧
と
辰
巳
所
長

　
肉
盛
溶
接
は
各
種
プ
ラ

ン
ト
設
備
や
機
械
設
備
の

補
修
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

欠
か
せ
な
い
技
術
で
あ

る
。
他
方
、
設
備
機
器
の

長
寿
命
化
や
高
機

能
化
を
目
的
に
、

設
備
機
器
の
製
作

時
点
か
ら
表
面
改

質
技
術
と
し
て
施

工
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
設
備

を
で
き
る
限
り
長

く
使
い
続
け
る
こ

と
が
主
目
的
の
一

つ
で
あ
り
、
省
資

源
化
や
環
境
対
策

な
ど
「
持
続
可
能

社
会
」
が
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
る
中
、

「
硬
化
肉
盛
」
や
「
耐
食

肉
盛
」
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
各
種
肉
盛
溶
接
技
術
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
近

年
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、

プ
ラ
ン
ト
関
連
で
は
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
存
在
感
が

高
ま
っ
て
お
り
、
金
型
で

は
歩
留
ま
り
改
善
の
た
め

の
鋳
造
品
質
向
上
、

な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
見

受
け
ら
れ
る
。

　
一
方
、
肉
盛
用
の

溶
接
材
料
に
は
ニ
ッ

ケ
ル
な
ど
を
含
む
合

金
が
多
く
用
い
ら
れ

て
お
り
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
や
円
安
に
よ

り
材
料
価
格
の
高
騰

や
納
期
遅
れ
な
ど
悪

影
響
が
出
て
い
る
」

と
関
係
者
は
口
を
揃

え
る
。
長
期
化
す
れ

ば
、
新
た
な
調
達
網

の
確
保
や
加
工
費
へ

の
転
嫁
な
ど
対
応
が
求
め

ら
れ
そ
う
だ
。

　
肉
盛
溶
接
に
関
係
す
る

各
社
の
動
向
を
取
材
し

た
。

Ｉ
Ｒ
／
青
色
半
導
体
レ
ー
ザ
搭
載
マ
ル
チ
ビ

ー
ム
レ
ー
ザ
装
置

新たに導入した青色半導体
レーザ溶接装置

　
「
装
置
や
設
備
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
・
補
修
を
主
業

務
と
す
る
当
セ
ン
タ
ー

は
、
需
要
が
大
き
く
変
動

す
る
こ
と
な
く
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
受

け
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
に
よ
り

機
械
装
置
や
設
備
、
そ
れ

ら
に
関
連
す
る
部
品
の
性

能
向
上
・
改
善
、
長
寿
命

化
や
再
生
な
ど
の
ニ

ー
ズ
が
堅
調
に
推
移

し
て
い
る
」
と
語
る

入
山
セ
ン
タ
ー
長
。

そ
の
一
方
で
、
昨
今

の
溶
接
材
料
や
粉
末

材
料
、
各
種
消
耗
品

等
の
価
格
高
騰
を
懸
念
し

て
お
り
、
「
な
か
な
か
客

先
へ
の
価
格
転
嫁
が
難
し

い
」
と
吐
露
す
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
肉
盛
溶

接
加
工
を
は
じ
め
、
機
械

加
工
や
組
立
技
術
を
駆
使

し
、
特
に
タ
イ
ヤ
な
ど
の

ゴ
ム
製
品
や
合
成
樹
脂
製

品
関
連
メ
ー
カ
ー
を
は
じ

め
、
石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト

や
製
紙
業
界
向
け
の
押
出

機
や
混
錬
機
、
ロ
ー
タ
リ

ー
フ
ィ
ー
ダ
ー
と
い
っ
た

機
械
設
備
、
お
よ
び
そ
れ

ら
に
用
い
ら
れ
る
部
品
・

部
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

得
意
と
し
て
い
る
。
し
か

も
、
部
品
単
体
の
加
工
だ

け
で
な
く
、
ユ
ニ
ッ
ト
や

装
置
全
体
の
オ
ー
バ
ー
ホ

ー
ル
を
一
貫
し
て
行
え
る

体
制
と
、
長
年
培
っ
た
経

験
と
実
績
で
状
況
に
応
じ

た
機
能
ア
ッ
プ
や
改
善
提

案
を
行
え
る
と
こ
ろ
に
同

社
の
強
み
が
あ
る
。

　
溶
接
関
連
で
は
溶
接
士

に
よ
る
テ
ィ
グ
や
ミ
グ
、

炭
酸
ガ
ス
・
マ
グ
溶
接
、

ガ
ス
溶
接
施
工
の
ほ
か
、

ミ
グ
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
の
オ
フ
ラ
イ
ン
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
採
用
や
、
レ
ー

ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
活
用
で
更
な
る
高

効
率
、
高
品
質
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、昨
年
７
月
に
は
、

九
州
工
場
を
移
転
拡
張

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
）

し
、
ゴ
ム
製
品
向
け
押
出

機
用
ス
ク
リ
ュ
ー
部
品
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
に
特

化
さ
せ
た
。
「
名
古
屋
工

場
と
の
役
割
分
担
を
明
確

化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効

率
的
な
運
営
が
行
え
る
。

名
古
屋
工
場
で
は
主
に
設

備
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を

含
め
た
大
型
案
件
を
手
掛

け
る
と
と
も
に
、
レ
ー
ザ

ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
法
の
新

し
い
ニ
ー
ズ
や
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
開
拓
し
て
い

き
た
い
」
（
入
山
氏
）
と

い
う
。

　
レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
は
現
在
２
基

あ
り
、
１
号
機
は
押
出
機

部
品
、
混
練
機
部
品
な
ど

の
外
径
肉
盛
に
、
２
号
機

は
ス
リ
ー
ブ
や
押
出
機
部

品
の
内
面
肉
盛
用
と
し
て

活
用
し
て
お
り
、
特
に
内

径
肉
盛
で
は
専
用
加
工
ヘ

ッ
ド
を
独
自
開
発
し
、
最

小
径

㍉
ま
で
の
高
精
度

な
内
面
加
工
も
行
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
入
山
セ
ン
タ
ー
長
は

「
対
象
は
一
品
一
様
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
に

最
適
な
手
法
や
プ
ロ
セ
ス

を
選
択
し
、
求
め
ら
れ
る

耐
摩
耗
性
や
耐
食
性
な
ど

の
機
能
を
付
与
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
、
作
業
者
不
足
が
よ
り

顕
著
化
す
る
中
で
自
動
化

は
避
け
て
通
れ
ず
、
そ
の

解
決
法
の
一
つ
と
し
て
レ

ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
が

大
き
な
戦
力
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ

と
て
万
能
選
手
で
は
な

い
。
今
後
も
技
術
力
と
知

見
に
基
づ
い
た
付
加
価
値

を
高
め
、
次
代
を
担
う
新

し
い
製
品
や
オ
ー
バ
ー
ホ

ー
ル
の
ア
イ
テ
ム
・
業
界

を
創
出
し
た
い
」と
語
る
。

　
今
年
、
創
立

周
年
を

迎
え
る
大
阪
大
学
接
合
科

学
研
究
所
に
は
、
企
業
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
産
学
連

携
の
共
同
研
究
講
座
と
し

て
三
つ
の
協
働
研
究
所
と

二
つ
の
共
同
研
究
部
門
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
表
面
改
質
事
業
を
手
懸

け
る
大
阪
富
士
工
業
「
先

進
機
能
性
加
工
」
共
同
研

究
部
門
だ
。

　
近
年
、
表
面
改
質
へ
の

要
望
が
多
様
化
、
高
度
化

し
、
従
来
の
溶
接
や
溶
射

だ
け
で
は
対
応
し
難
い
案

件
が
増
え
る
中
、
レ
ー
ザ

ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
法
に
着

目
し
た
同
社
は
、
２
０
１

３
年
に
同
研
究
部
門
を
設

立
、
今
年

年
目
を
迎
え

る
。
現
在
、
ビ
ー
ム
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
制
御
技
術
「
Ｄ

Ｏ
Ｅ
」
を
用
い
た
ク
ラ
ッ

デ
ィ
ン
グ
や
Ａ
Ｍ
（
ア
デ

ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
）
に
よ
る
積

層
造
形
技
術
、
サ
ポ
イ
ン

関
連
の
ほ
か
、
青
色
半
導

体
レ
ー
ザ
に
よ
る
銅
・
銅

合
金
な
ど
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

　
同
社
レ
ー
ザ
プ
ラ
ズ
マ

接
合
研
究
所
の
辰
巳
佳
宏

所
長
は
「
大
阪
大
学
の
レ

ー
ザ
に
関
す
る
高
度
な
知

見
や
分
析
・
解
析
技
術
、

様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

情
報
と
、
当
社
の
固
有
技

術
で
あ
る
肉
盛
溶
接
や
溶

射
、
合
金
設
計
技
術
、
実

生
産
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
融
合
す
る
こ
と
で

大
き
な
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が

得
ら
れ
る
。
人
材
育
成
や

基
礎
レ
ベ
ル
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
最
先
端
技
術
の

研
究
で
当
社
表
面
改
質
技

術
の
総
合
力
や
可
能
性
が

さ
ら
に
高
ま
っ
た
」
と
評

価
す
る
。

　
実
際
、
こ
の

年
間
で

同
社
は
Ｓ
Ｉ
Ｐ
（
戦
略
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ

ロ
グ
ラ
ム
（

―

年
）

の
「
高
付
加
価
値
設
計
・

製
造
を
実
現
す
る
レ
ー
ザ

ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
法
の
研

究
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
画
や
、
サ
ポ
イ
ン

事
業
で
は
「
レ
ー
ザ
ク
ラ

ッ
デ
ィ
ン
グ
表
面
機
能
化

技
術
に
よ
る
次
世
代
高
速

鉄
道
用
ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス

ク
の
開
発
」
（

年
度
）

や
「
非
モ
ル
テ
ン
プ
ー
ル

型
レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン

グ
に
よ
る
超
耐
熱
玉
軸
受

（
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
）

の
開
発
」
（

年
度
）
、

「
高
効
率
、
低
コ
ス
ト
の

ボ
イ
ラ
ー
管
被
膜
を
実
現

す
る
飛
行
中
粉
末
溶
融
型

レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ

工
法
の
開
発
」（

年
度
）

が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
数

々
の
実
績
を
残
し
て
い

る
。
ま
た
こ
の
間
、
６
台

も
の
レ
ー
ザ
装
置
を
導
入

し
、
様
々
な
案
件
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

　
同
共
同
研
究
部
門
の
林

良
彦
特
任
助
教
は
「
レ
ー

ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
は
レ

ー
ザ
ス
ポ
ッ
ト
が
０
・
１

㍉
か
ら
１
０
０
㍉
以
上
と

範
囲
が
広
く
、
母
材
へ
の

入
熱
制
御
が

可
能
な
こ
と

か
ら
様
々
な

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
適

用
で
き
る
。

微
細
加
工
や

エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
な
ど
の
高
品
質
部
品

へ
の
施
工
、
あ
る
い
は
フ

ラ
ッ
ク
ス
の
廃
材
や
ヒ
ュ

ー
ム
と
い
っ
た
環
境
問
題

の
観
点
か
ら
従
来
の
高
効

率
ア
ー
ク
溶
接
（
サ
ブ
マ

ー
ジ
バ
ン
ド
溶
接
）
か
ら

将
来
的
に
は
幅
広
の
レ
ー

ザ
に
置
換
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
」
と
し
、
「
レ
ー

ザ
の
高
出
力
化
や
プ
ロ
フ

ァ
イ
ル
制
御
技
術
、
新
た

な
波
長
（
青
、
緑
）
を
用

い
た
レ
ー
ザ
の
登
場
で
、

適
用
範
囲
や
事
例
が
さ
ら

に
広
が
る
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
中
、
当
社
は
こ
れ

か
ら
も
大
阪
大
学
と
と
も

に
表
面
改
質
技
術
の
革
新

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
す
る
。

　
南
海
鋼
材
（
福
原
實
晴

社
長
）
は
昨
年

月
、
青

色
（
ブ
ル
ー
）
半
導
体
レ

ー
ザ
溶
接
装
置
を
導
入
し

た
。
既
設
の
Ｉ
Ｒ
（
近
赤

外
線
）
半
導
体
レ
ー
ザ
溶

接
装
置
や
粉
体
プ
ラ
ズ
マ

肉
盛
溶
接
装
置（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

に
ブ
ル
ー
レ
ー
ザ
を
加
え

る
こ
と
で
、
肉
盛
溶
接
事

業
の
強
化
・
充
実
と
新
た

な
事
業
展
開
を
模
索
す

る
。

　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
特
殊
鋼
の
卸
問
屋
と
し

て

年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
同
社
は
、
発
注
先
の
要

望
に
応
じ
て
切
断
加
工
し

納
入
す
る
「
創
る
商
社
」

が
モ
ッ
ト
ー
。
現
在
は
材

料
・
機
械
販
売
の
ほ
か
、

熱
間
鍛
造
金
型
や
ダ
イ
カ

ス
ト
金
型
な
ど
の
金
型
治

工
具
加
工
、
産
業
用
機
械

の
補
修
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

事
業
の
柱
に
据
え
る
。
中

で
も
金
型
加
工
分
野
で
は

「
金
型
の
高
機
能
化
」
を

目
的
に
、

年
前
に
粉
体

プ
ラ
ズ
マ
溶
接
装
置
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
）
を
導
入
し
、
本
格

的
に
肉
盛
溶
接
事
業
を
開

始
し
た
。
シ
ス
テ
ム
構
成

は
１
５
０
ア
ン
ペ
ア
ク
ラ

ス
の
プ
ラ
ズ
マ
溶
接
電

源
、
６
軸
多
関
節
型
ロ
ボ

ッ
ト
と
２
軸
回
転
ポ
ジ
シ

ョ
ナ
、
２
ホ
ッ
パ
ー
方
式

の
粉
体
供
給
装
置
か
ら
な

る
。
次
に
導
入
し
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
２
号
機
は
、
３
０
０
ア

ン
ペ
ア
プ
ラ
ズ
マ
溶
接
電

源
と
４
ホ
ッ
パ
ー
式
粉
体

供
給
装
置
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

ス
ラ
イ
ダ
ー
に
搭
載
す
る

こ
と
で
大
型
ワ
ー
ク
に
対

応
し
施
工
領
域
を
拡
げ

た
。

　
こ
れ
ら
２
基
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
活
用
し
て
き
た
同
社
だ

が
「
ワ
ー
ク
に
対
し
て
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
施
工
や

微
細
部
の
施
工
が
難
し

い
」
「
熱
影
響
に
よ
る
ひ

ず
み
」
と
い
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
課
題
に
も
直
面
し
、
新

た
な
施
工
法
の
導
入
を
検

討
。
そ
し
て
３
年
前
、


㌔
ワ
ッ
ト
Ｉ
Ｒ
半
導
体
レ

ー
ザ
（
レ
ー
ザ
ラ
イ
ン
社

製
）
を
用
い
た
レ
ー
ザ
ク

ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
。
多
関
節
ロ

ボ
ッ
ト
と
回
転
ポ
ジ
シ
ョ

ナ
（
安
川
電
機
製
）
、
粉

末
供
給
装
置
（
Ｇ
Ｔ
Ｖ
社

製
）
か
ら
な
り
、
最
大
出

力
６
㌔
ワ
ッ
ト
の
加
工
ヘ

ッ
ド
（
Ｇ
Ｔ
Ｖ
社
製
）
で

１
５
０
０
×
１
０
０
０
㍉

ま
で
の
ワ
ー
ク
に
対
応
す

る
。
微
細
積
層
に
加
え
、

高
融
点
合
金
の
肉
盛
も
行

え
る
た
め
「
金
型
だ
け
で

な
く
局
部
や
細
部
へ
の
加

工
が
可
能
と
な
り
、
各
種

部
品
・
部
材
な
ど
施
工
対

象
範
囲
が
拡
が
っ
た
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
弱
点
を
補
完
し
、

顧
客
に
様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
肉
盛
加
工
を
提

案
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
福
原
千
里
常
務
は

言
う
。

　
現
在
は
「
お
お
よ
そ
肉

盛
厚

㍉
以
上
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
」
「
熱
影
響
を
排
除
し

た
い
ワ
ー
ク
は
レ
ー
ザ
ク

ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
」
な
ど
施

工
内
容
に
応
じ
て
使
い
分

け
る
。
レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ

ィ
ン
グ
は
自
動
車
金
型
や

ス
ク
リ
ュ
ー
を
は
じ
め
、

治
工
具
や
刃
物
、
設
備
部

品
な
ど
の
機
能
性
向
上
や

補
修
・
再
生
で
実
績
や
適

用
範
囲
が
年
々
拡
大
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
昨
年

月
に

は
、
最
新
鋭
の
ブ
ル
ー
レ

ー
ザ
溶
接
装
置
を
導
入
し

た
。

　
福
原
常
務
は
「
金
型
や

設
備
機
械
の
部
品
、
部
材

の
機
能
性
向
上
・
補
修
だ

け
で
な
く
、
ア
ル
ミ
や
銅

の
微
細
溶
接
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
電
機

業
界
な
ど
全
く
新
し
い
分

野
へ
の
挑
戦
が
可
能
に
な

る
。
ブ
ル
ー
レ
ー
ザ
は
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
切

り
開
く
大
き
な
武
器
に
な

る
」
と
期
待
す
る
。

　
発
振
器
は
レ
ー
ザ
ラ
イ

ン
社
製
の
２
㌔
ワ
ッ
ト
ブ

ル
ー
レ
ー
ザ
を
採
用
し

た
。そ
の
最
大
の
特
徴
は
、

Ｉ
Ｒ
に
比
べ
て
レ
ー
ザ
の

波
長
が
短
く
、
銅
を
効
率

的
に
熱
せ
ら
れ
る
こ
と

だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
マ
ニ
ピ
ュ

レ
ー
タ
上
背
部
に
は
ワ
イ

ヤ
送
給
装
置
を
装
備
し
、

銅
ワ
イ
ヤ
を
用
い
た
積
層

溶
接
も
可
能
と
し
た
ほ

か
、
７
月
に
は
レ
ー
ザ
ク

ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
用
加
工
ヘ

ッ
ド
も
導
入
し
た
。

　
「
ワ
イ
ヤ
と
粉
体
材
料

の
違
い
や
有
効
性
を
検
証

し
つ
つ
、
ブ
ル
ー
レ
ー
ザ

の
特
徴
を
生
か
し
た
加
工

技
術
の
確
立
に
挑
戦
し
て

い
る
。
そ
の
機
能
や
特
徴

を
熟
知
し
た
上
で
、
顧
客

と
も
協
力
し
な
が
ら
新
た

な
ワ
ー
ク
や
活
用
法
、
ビ

ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
を
創
出

し
た
い
」（
福
原
常
務
）。

　
自
社
の
生
産
工
程
で
活

用
す
る
自
動
肉
盛
シ
ス
テ

ム
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

「
肉
盛
り
く
ん
」
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
外
販
す
る
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
展

開
を
行
う
南
海
鋼
材
。

　
「
当
社
の
も
の
づ
く
り

は
金
型
製
作
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
、
今
後
は
冷

間
プ
レ
ス
金
型
の
高
機
能

化
に
も
挑
戦
し
た
い
。
そ

の
取
り
組
み
の
中
で
、
培

っ
て
き
た
レ
ー
ザ
加
工
技

術
が
活
か
せ
る
ケ
ー
ス
も

多
分
に
出
て
く
る
と
思

う
。
加
え
て
、
ブ
ル
ー
レ

ー
ザ
ク
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ

（
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
も
事

業
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
レ
ー
ザ
加
工
を
駆

使
し
て
従
来
製
品
の
金
型

や
治
工
具
の
高
付
加
価
値

化
・
高
機
能
化
と
い
う
相

乗
効
果
を
生
み
出
し
、
南

海
鋼
材
の
総
合
力
を
さ
ら

に
高
め
た
い
」
（
福
原
常

務
）
と
し
、
今
後
の
展
開

に
意
欲
を
み
せ
る
。な
お
、

同
社
は
、
９
月
１
日
よ
り

「
南
海
モ
ル
デ
ィ
」
に
社

名
を
変
更
す
る
。


